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心理的 well-being（Psychological Well-Being: PWB）とは、「ʠ意味のある生
活ʡと定義され、自己の生に対する有意味さの感覚を指し、具体的には自分が
成長しつつあり、人生に目的をもっていて自己決定し、暖かい他者関係を築い









本研究では PWB についてより詳細に検討するために、well-being を捉える枠
組みとして近年ポジティブ心理学の領域で注目されている「PERMA 理論
（Seligman, 2011; 2014）」を採用する。Seligman(2011; 2014）によると、well-being
には 5 つの要素があり、これら 5 つの要素のどれ一つとして単独で well-being
を規定するものではないが、各要素がそれぞれ well-being に寄与しており、




この PERMA 理論に基づき、well-being を多面的に測定する心理測度とし
て、Kern et al (2014）により作成された PERMA Profiler が挙げられる。この
PERMA-Profiler は well-being が 5つの領域において発揮される時に、ʠflourishʡ
（個人が最適に機能し続けている状態）に向かうとする Seligman（2011）のモデル





















































い」～ 5「あてはまる」の 5 件法で回答を求めた。
④ PERMA-Profiler KIT 版（塩谷ら，2015）
塩谷ら（2015）により作成された尺度で、Positive emotion（ポジティブ感情）、
Engagement（積極的な関わり）、Relationship（他者との関係）、Meaning（人










































男性（N = 137） 女性（N = 164）
t 値
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
情動コンピテンス：情動得点 2.94 0.53 .666 3.02 0.55 2.88 0.49 2.37 ＊
認知的熟慮性－衝動性：認知得点 2.69 0.55 .839 2.74 0.56 2.64 0.53 1.59 n.s.
本来感：本来感得点 2.97 0.77 .805 3.11 0.82 2.86 0.71 2.82 ＊＊
Positive emotion：P得点 6.01 1.72 .786 5.90 1.83 6.11 1.61 1.05 n.s.
Engagement：E得点 6.99 1.51 .684 7.07 1.66 6.93 1.38 0.80 n.s.
Relationship：R得点 6.13 1.57 .565 5.98 1.68 6.25 1.47 1.49 n.s.
Meaning：M得点 5.22 1.82 .819 5.30 1.97 5.15 1.70 0.70 n.s.
Accomplishiment：A得点 5.13 1.54 .698 5.11 1.66 5.15 1.44 0.23 n.s.
ネガティブ感情：N得点 4.92 1.69 .698 4.72 1.75 5.09 1.62 1.90†
身体的健康：H得点 6.39 2.19 .902 6.27 2.28 6.49 2.10 0.89 n.s.
孤独感：L得点 4.58 2.43 － 4.75 2.57 4.43 2.31 1.13 n.s.
大学生活満足度：大学生活得点 6.14 2.01 .787 6.00 2.24 6.25 1.80 1.02 n.s.























































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
情動得点 2.77 0.49 3.21 0.53 5.01＊＊＊ 2.73 0.49 3.04 0.45 4.14＊＊＊
認知得点 2.75 0.64 2.74 0.49 0.09 n.s. 2.64 0.49 2.64 0.58 0.04 n.s.
P 得点 4.69 1.61 6.84 1.40 8.36＊＊＊ 5.50 1.58 6.82 1.35 5.73＊＊＊
E得点 6.40 1.76 7.59 1.37 4.32＊＊＊ 6.56 1.39 7.36 1.25 3.82＊＊＊
R得点 5.12 1.58 6.65 1.44 5.95＊＊＊ 5.71 1.54 6.87 1.08 5.63＊＊＊
M得点 4.39 1.79 6.01 1.81 5.24＊＊＊ 4.49 1.69 5.92 1.34 6.02＊＊＊
A得点 4.30 1.62 5.74 1.40 5.48＊＊＊ 4.61 1.46 5.77 1.15 5.58＊＊＊
N得点 5.42 1.55 4.18 1.71 4.41＊＊＊ 5.46 1.49 4.67 1.66 3.22＊＊
H得点 5.41 2.32 6.94 2.03 4.10＊＊＊ 5.86 2.27 7.23 1.61 4.49＊＊＊
L 得点 5.93 2.22 3.83 2.45 5.18＊＊＊ 4.93 2.18 3.86 2.34 3.05＊＊
大学生活得点 5.14 2.05 6.68 2.16 4.21＊＊＊ 5.66 1.96 6.92 1.30 4.90＊＊＊
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